
精
神
薄
弱
児
（
ち
え
の
遅
れ
た
子
た

意
を
表
わ
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
発
想

の
も
と
に
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
「
誕
生

日
あ
り
が
と
う
運
動
」
で
す
。

具
体
的
に
は
、
毎
年
め
ぐ
り
く
る
誕

生
日
の
お
祝
い
の
中
か
ら
、
わ
た
し
た

ち
一
人
一
人
が
意
識
的
に
一
○
○
円
を

節
約
し
、
精
薄
児
（
者
）
の
た
め
に
献
金

す
る
。
そ
し
て
各
家
庭
で
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
も
う
け
る
。

こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
す
べ
て
が
精
薄
児
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
精
薄
児
（
者
）
を
暖
か
く

つ
つ
む
雰
囲
気
を
ひ
ろ
げ
る
と
同
時
に

わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
の
か
け
が
え
の

な
い
生
命
に
つ
い
て
も
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
て
、
誕
生
日
を
有
意
義
な
も
の
に
す

る
。
こ
う
し
た
あ
な
た
と
わ
た
し
の
運

運
動
あ
り
が
と
う

Ｐ
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こ
の
日
文
化
賞
を
受
賞
し
た

の
は
、
書
道
家
の
樋
口
俊
次
氏

洋
両
家
の
津
高
和
一
氏
を
は
じ

め
と
す
る
四
氏
一
団
体
。
国
際

文
化
賞
は
リ
ー
・
レ
オ
ノ
ラ
・

エ
ジ
ス
さ
ん
ら
二
氏
。
喜
田
村

正
次
氏
ら
五
氏
一
団
体
に
は
ス

ポ
ー
ツ
賞
が
贈
ら
れ
た
。

君
が
代
斉
唱
に
続
い
て
、
金

井
兵
庫
県
知
事
の
「
我
左
は
こ

れ
ら
の
人
々
の
お
ら
れ
る
こ
と

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

露
精
神
薄
弱
児
（
ち
え
の
遅
れ
た
子
た

ち
）
は
、
百
名
中
三
’
四
名
は
必
ず
出

現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
を
調
べ
て

承
ま
す
と
、
遺
伝
に
よ
る
と
思
わ
れ
る

の
は
、
全
体
の
約
二
十
％
と
ご
く
わ
ず

か
で
あ
と
の
約
八
十
％
は
外
因
性
で

す
。
い
い
か
え
れ
ば
、
精
神
薄
弱
児
問

題
は
わ
た
し
た
ち
の
中
の
だ
れ
に
、
い

つ
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い

問
題
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
精
薄
者

（
児
）
や
そ
の
ご
家
族
の
方
凌
は
、
健

康
な
人
た
ち
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
、

そ
の
重
荷
に
耐
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

と
も
い
え
ま
す
。
現
在
経
済
的
に
、
精

神
的
に
、
あ
る
い
は
社
会
的
に
と
、
さ

ま
ざ
ま
の
誼
圧
の
下
で
、
い
い
し
れ
ぬ

苦
悩
を
味
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
狗
に
、

心
身
と
も
に
健
康
に
恵
ま
れ
た
わ
た
し

た
ち
が
何
ら
か
の
形
で
感
謝
と
激
励
の

意
を
表
わ
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
発
想

の
も
と
に
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
「
誕
生

日
あ
り
が
と
う
運
動
」
で
す
。

具
体
的
に
は
、
毎
年
め
ぐ
り
く
る
誕

生
日
の
お
祝
い
の
中
か
ら
、
わ
た
し
た

ち
一
人
一
人
が
意
識
的
に
一
○
○
円
を

節
約
し
、
精
薄
児
（
者
）
の
た
め
に
献
金

す
る
。
そ
し
て
各
家
庭
で
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
も
う
け
る
。

こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、
わ

た
し
た
ち
す
べ
て
が
精
薄
児
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
精
薄
児
（
者
）
を
暖
か
く

つ
つ
む
雰
囲
気
を
ひ
ろ
げ
る
と
同
時
に

わ
た
し
た
ち
一
人
一
人
の
か
け
が
え
の

な
い
生
命
に
つ
い
て
も
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
て
、
誕
生
日
を
有
意
義
な
も
の
に
す

る
。
こ
う
し
た
あ
な
た
と
わ
た
し
の
運

動
、
そ
れ
が
「
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運

動
」
で
す
。
こ
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い

方
法
を
、
各
家
庭
で
、
学
園
で
、
地
域

で
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
こ
の
趣
旨
に
賛
成
の
方
は
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
神
戸
市
長
田
区
前
原
町
》
ノ
ー

神
戸
市
立
室
内
小
学
校

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
○
九
一
七
・
○
九
一
八
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で
い
る
大
岩
達
和
氏
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
二
回
目
の
受
賞

で
あ
る
。
小
田
助
三
郎
（
髄
）
、

田
口
尚
義
（
弧
）
、
大
上
林
平

（
“
）
、
庭
野
七
郎
（
喝
）
、
松
本

義
吉
（
盤
）
林
義
三
郎
（
池
）
、
擢

川
健
治
（
瓢
）
、
大
岩
達
和
（
即
）
、

金
森
清
次
郎
（
蝿
）
、
奥
野
敏
夫

（
“
）
（
敬
称
略
）

日
頃
の
地
道
な
研
究
の
苦
労

が
認
め
ら
れ
た
受
賞
者
た
ち
は

晴
々
と
し
て
う
れ
し
そ
う
だ
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
便
利

な
、
生
活
の
役
に
立
つ
、
画
期

的
な
発
明
工
夫
に
一
層
の
意
欲

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

☆
盛
況
だ
っ
た
津
高
和
一
氏

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

十
月
二
十
六
日
三
時
よ
り
、

恒
例
の
津
高
和
一
氏
の
個
展
が

西
宮
の
自
宅
で
幕
を
開
け
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
。
ハ
ー
テ
ィ
ー
が
芝

生
の
広
い
庭
で
、
日
没
ま
で
一

五
○
人
の
人
々
が
集
ま
り
開
か

れ
た
。

会
場
で
は
約
千
人
の
人
々
が

こ
の
日
の
受
賞
者
を
祝
っ
て
い

た
が
、
受
賞
者
の
一
人
、
洋
画

家
の
津
高
和
一
氏
は
「
芸
術
は

特
別
な
も
の
で
は
な
い
。
一
個

の
人
間
と
し
て
の
あ
た
り
ま
え

の
行
為
に
賞
を
い
た
だ
い
た
の

は
気
恥
か
し
い
が
、
無
償
行
為

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に

う
れ
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
芸
術

を
よ
り
新
鮮
な
、
よ
り
皆
に
浸

透
す
る
も
の
に
し
た
い
」
と
よ

ろ
こ
び
を
語
っ
て
い
た
。

☆
第
泌
回
関
西
経
済
同
友
会

大
会
開
か
れ
る

第
二
十
五
回
関
西
経
済
同
友

会
大
会
が
さ
る
十
月
二
十
七
日

神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
二

階
の
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

大
会
は
午
後
一
時
か
ら
関
西

経
済
同
友
会
事
務
局
長
の
峰
永

了
作
氏
の
開
会
挨
拶
で
は
じ
ま

り
、
議
長
に
関
西
経
済
同
友
会

代
表
幹
事
伊
部
恭
之
助
氏
（
住

友
銀
行
専
務
）
と
神
戸
経
済
同

友
会
代
表
幹
事
宮
地
雲
二
氏

（
宮
地
汽
船
社
長
）
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
た
。

議
事
は
関
西
経
済
同
友
会
代

表
幹
事
宮
崎
輝
氏
（
旭
化
成
工 熱気のこもった関西同友会大会

_里. . _ . _ _ _ ‐‐_ _ 自匡垂雪正唖再認弱弔需：

業
社
長
）
の
〃
経
済
成
長
の
目

標
″
〃
経
済
に
お
け
る
問
題
点
″

な
ど
五
項
目
に
つ
い
て
の
問
題

提
起
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

続
い
て
「
溌
刺
と
し
た
企
業

活
動
を
経
営
者
の
責
任
」
と
題

し
て
神
戸
か
ら
岩
武
照
彦
氏

（
神
戸
製
鋼
所
常
務
）
が
、
さ

ら
に
広
島
・
奈
良
・
徳
島
・
滋

賀
・
福
井
・
岡
山
・
鳥
取
・
和

歌
山
・
京
都
・
愛
媛
な
ど
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
代
表
が
意
見
発
表
を

し
た
。同四

時
に
は
共
同
声
明
案
を

採
択
、
広
島
経
済
同
友
会
代
表

幹
事
原
幸
夫
氏
の
閉
会
挨
拶
で

大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

な
お
閉
会
後
、
同
五
時
か
ら

大
会
懇
親
・
ハ
ー
テ
ィ
ー
が
同
所

で
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
、
大
会

は
盛
会
の
う
ち
に
終
っ
た
。

☆
表
彰
さ
れ
た
、
名
の

発
明
考
案
者
た
ち

昭
和
四
十
二
年
度
の
優
秀
発

明
考
案
者
十
名
（
う
ち
六
名
は

補
助
金
交
付
）
が
決
定
さ
れ
、

十
月
二
十
八
日
午
前
十
時
半
よ

り
、
知
事
応
接
室
に
て
受
賞
式

が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
兵
庫

県
発
明
研
究
補
助
審
議
会
規
則

に
よ
り
、
鉱
工
業
に
関
す
る
発

明
及
び
そ
の
研
究
の
優
秀
な
も

の
に
対
し
て
、
県
が
補
助
及
び

知
事
賞
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
鉱
工
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
こ
の

日
は
、
坂
井
副
知
事
よ
り
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
「
換
気

扇
装
置
の
自
動
化
研
究
」
の
田

口
尚
義
氏
ら
、
三
つ
の
研
究
試

作
品
の
発
表
と
説
明
が
あ
っ
た

受
賞
者
は
次
の
十
名
で
、
公

害
防
止
問
題
と
長
年
取
り
組
ん

驚議
蝦

霧蕊

☆
神
戸
の
八
お
し
ゃ
れ
Ｖ
が

秋
の
東
京
に
入
港
／

ミ
ナ
ト
神
戸
の
ユ
ニ
ー
ク
な
専
門
店

型
店
に
よ
る
「
ミ
ナ
ト
神
戸
お
し
ゃ
れ

フ
ェ
ア
」
が
、
秋
も
深
ま
っ
た
十
月
二

十
日
’
二
十
五
日
の
六
日
間
、
西
武
百

貸
店
（
東
京
・
池
袋
）
七
階
特
別
催
場

に
て
、
華
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
入
港
し
た
、
神
戸
の
あ
ら
ゆ
る
八
お

し
ゃ
れ
Ｖ
は
、
江
戸
っ
子
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
、
今
春
五
月
に
開
か
れ
た
第

一
回
の
フ
ェ
ア
の
時
の
二
倍
の
盛
況
だ

っ
た
。神

戸
百
店
会
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
、

芸
夢
、
う
ネ
、
ム
ラ
タ
、
セ
リ
ザ
ワ
、

ヨ
シ
オ
カ
、
ス
ギ
ヤ
、
マ
ス
ヤ
、
元
町

バ
ザ
ー
な
ど
の
お
店
が
参
加
。
ま
た
、

同
時
に
「
ミ
ナ
ト
神
戸
う
ま
い
も
の

会
」
が
地
階
・
食
品
催
場
で
、
「
ち
ん

が
ら
屋
」
が
四
階
呉
服
売
場
で
開
催
さ

れ
、
好
評
だ
っ
た
。

盛況だった会場風景

今
年
は
東
京
か
ら
美
術
評
論

家
の
大
岡
信
、
小
海
永
二
氏
が

参
加
。
ま
た
京
都
か
ら
矢
内
原

伊
作
氏
な
ど
珍
し
い
顔
ぶ
れ
が

ゑ
ら
れ
た
。

9７

なごやかなパーティー風景

今
回
で
二
回
目
を
迎
え
た
「
ミ
ナ
ト

神
戸
お
し
ゃ
れ
フ
ェ
ア
」
も
、
元
町
か

ら
三
宮
ま
で
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
お
買

物
の
散
歩
道
と
し
て
、
東
京
の
神
戸
フ

ァ
ン
に
と
っ
て
、
す
っ
か
り
お
な
じ
染

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

神
戸
っ
子
の
ハ
イ
セ
ン
ス
は
、
江
戸

っ
子
に
と
っ
て
は
、
一
種
の
あ
こ
が
れ

だ
そ
う
で
、
「
高
い
も
の
ほ
ど
よ
く
売

れ
た
」
と
か
。
「
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す

ま
す
人
気
を
呼
び
そ
う
な
の
で
、
楽
し

さ
と
夢
の
あ
ふ
れ
た
〃
ミ
ナ
ト
神
戸
お

し
ゃ
れ
フ
ェ
ア
〃
は
、
年
に
二
回
（
春

と
秋
）
づ
つ
、
開
催
し
た
い
」
と
杉
浦

実
ス
ギ
ヤ
社
長
は
語
っ
て
い
た
。
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そごう８階画廊で横塚氏

最
近
や
や
繊
細
な
ナ
イ
ー
ブ

な
感
覚
が
、
表
わ
れ
て
い
た
画

面
が
、
ま
た
直
線
の
図
太
い
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
加
え
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
緊
張
感
の
あ

る
画
面
。
十
一
月
三
日
に
は
兵

庫
県
の
文
化
賞
を
受
賞
、
ま
す

ま
す
詩
的
抽
象
画
家
と
し
て
の

本
領
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
ほ
か
に
足
立
巻
一
、
早
川

良
雄
、
亜
騎
保
、
田
辺
聖
子
、

港
野
喜
代
子
、
鵜
殿
礼
栄
さ
ん

な
ど
多
彩
な
顔
ぶ
れ
。

十
一
月
二
十
八
日
に
は
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
、
兵
庫
県

文
化
賞
受
賞
の
記
念
・
ハ
ー
テ
ィ

が
友
人
間
で
開
か
れ
た
。

☆
横
塚
繁
画
伯

郷
土
神
戸
で
初
の
個
展

二
紀
会
の
東
京
在
住
の
横
塚

繁
画
伯
は
、
今
、
松
本
清
張
、

梶
山
季
之
、
黒
岩
重
吾
な
ど
人

気
作
家
の
さ
し
絵
で
大
活
躍
の

人
だ
が
、
こ
の
ほ
ど
十
一
月
十

日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
出
身
地

神
戸
で
初
の
個
展
を
そ
ご
う
八

階
画
廊
で
開
い
た
。

主
に
婦
人
像
と
風
景
画
の
淡

彩
向
、
・
ハ
ス
テ
ル
画
三
十
数
点

が
か
け
ら
れ
、
神
戸
港
風
景
な

ど
鋭
い
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
絵

ま
た
フ
ー
テ
ン
の
風
俗
画
、
婦

人
像
に
横
塚
氏
ら
し
い
都
会
の

女
の
清
濁
あ
わ
せ
た
色
気
の
に

じ
ん
だ
絵
が
人
気
を
呼
ん
だ
。

「
ぼ
く
ら
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る

東
京
美
術
学
校
（
今
の
芸
大
）

出
身
者
は
ど
う
も
、
飛
び
は
な

れ
た
抽
象
画
へ
は
は
い
り
込
み

に
く
い
で
す
ね
。
ど
う
し
て
も

ま
ず
適
確
な
デ
ッ
サ
ン
の
上
に

積
承
重
ね
て
ゆ
く
や
り
か
た
し

か
危
っ
か
し
く
て
出
来
ま
せ
ん

●

ナ
イ
ト

☆
夜
の
神
戸
を
司
ど
る
騎
士

神
戸
』
．
Ｂ
・
Ａ
ｍ
周
年

Ｊ
・
Ｂ
・
Ａ
（
日
本
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
協
会
）
の
神
戸
支
部

（
支
部
長
柳
瀬
康
治
氏
）
が
、

十
周
年
を
迎
え
て
十
一
月
二
十

九
日
一
時
か
ら
、
ス
カ
イ
サ
ン

ト
リ
ー
で
祝
賀
・
ハ
ー
テ
ィ
を
開

き
、
神
戸
の
バ
ー
テ
ン
さ
ん
七

○
名
が
出
席
し
た
。

当
日
は
十
年
在
籍
し
た
二
十

八
名
が
表
彰
さ
れ
た
。
Ｊ
・
Ｂ

．
Ａ
関
西
本
部
会
長
の
井
内
金

司
氏
は
「
神
戸
は
横
浜
と
並
ん

で
Ｂ
Ａ
Ｒ
発
祥
の
地
で
す
が
、

港
町
の
特
色
で
貿
易
の
中
心
地

■

9８

音
楽
結
婚
式
に
ふ
さ
わ
し
く
、

カ
ッ
プ
ル
が
舞
台
の
上
で
仲
良

く
デ
ュ
エ
ッ
ト
。
参
加
者
の
盛

ん
な
拍
手
を
受
け
た
。

参
加
し
た
女
性
の
中
に
は
来

春
式
を
挙
げ
る
人
も
い
た
が
、

明
石
か
ら
来
た
と
い
う
参
列
者

の
一
人
は
「
厳
粛
な
だ
け
の
結

婚
式
と
違
っ
て
、
く
つ
ろ
い
だ

雰
囲
気
が
よ
か
っ
た
。
音
楽
が

主
体
だ
っ
た
の
も
最
高
」
と
、

な
か
な
か
好
評
な
音
楽
結
婚
式

だ
っ
た
。

・
シ
ョ
ッ
プ
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

良
・
☆
〃
ユ
ー
ハ
イ
ム
．
コ
ン
フ
エ
ク
ト
〃

盛
・
で
は
、
一
一
一
宮
セ
ン
タ
ー
店
を
十
月
一
一
十

四
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
地
上
三
階

来
一
跳
ぶ
』
蝿
睡
か
鑑
馳
畷
坤
畢
鐸
惟
踏
叩

者
一
越
誕
俸
極
鍔
池
示
毒
叫
眠
タ
ウ
ン
に
お

結
一
も
ち
や
の
〃
力
メ
ャ
〃
が
ｎ
月
１
日
拡

た
一
張
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

．
、
一
☆
元
町
に
あ
か
ぬ
け
し
た
フ
ラ
ン
ス
風

諭
〃
鉾
．
》
の
喫
茶
「
一
元
町
ド
ン
ク
」
が
で
き
ま
し

一
た
。
こ
の
店
は
〃
元
町
家
庭
電
器
販
売

式
一
Ｋ
Ｋ
〃
と
〃
株
式
会
社
三
恵
洋
服
店
〃

一
の
共
同
出
資
で
十
一
月
三
日
オ
ー
。
フ
ン

ー
し
た
も
の
で
、
お
菓
子
は
〃
ド
ン
ク
″

一
の
製
品
を
販
売
。
前
面
を
喫
茶
室
、
奥

一
を
ガ
ー
デ
ン
と
し
ゃ
れ
た
雰
囲
気
が
自

》
一
帳
詐
庫
琴
の
お
店
九
店
が
合
同
し
て
、

楽
一
十
一
一
月
一
、
二
日
の
両
日
一
一
一
宮
ピ
ル
一
一

音
一
階
で
恒
例
の
大
命
ハ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
を
行

宅
一
い
ま
す
。
参
加
店
は
、
〃
オ
カ
ダ
洋
傘

”
一
店
″
〃
シ
ラ
サ
″
〃
ヨ
シ
オ
カ
″
〃
み

需
一
碓
礼
粋
Ⅳ
〃
″
催
麺
評
榊
崎
》
し
幸
対
外
伝

の
ニ
ュ
ー
ト
ン
〃
で
、
当
日
は
各
商
店
の

者
一
品
が
半
額
以
下
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
な

Ⅱ
潮
舎

舜
一
癖
で
瞬
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

一
☆
東
京
西
武
で
開
か
れ
た
第
二
回
ミ
ナ

ー
ト
神
戸
の
お
し
ゃ
れ
フ
ェ
ア
に
先
だ
っ

一
た
神
戸
の
う
ま
い
も
の
会
、
ヒ
ロ
タ
、

一
亀
乃
井
亀
井
堂
、
ユ
ー
ハ
イ
ム
、
大
井

一
肉
店
、
モ
ロ
ゾ
フ
な
ど
に
加
わ
っ
て
神

フ
一
戸
名
物
〃
た
こ
や
き
″
の
蛸
壷
が
店
開

ｊ
一
き
を
し
た
。
連
日
お
す
な
お
す
な
の
大

司
一
盛
況
で
、
二
週
間
、
江
戸
っ
子
に
明
石

壷
蛸
の
タ
コ
焼
を
賞
味
さ
せ
た
わ
け
。

ｌ
と
に
か
く
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
降
り
る

》
一
た
び
に
地
下
の
う
ま
い
も
の
コ
ー
ナ
ー

叩
蘇
離
蹄
融
畔
繊
蕊
艶

辿
一
く
「
オ
レ
は
タ
コ
焼
の
機
械
や
な
い

も
Ｉ
と
怒
っ
て
黙
て
も
し
ょ
う
が
な

’
一
い
。
た
だ
ヒ
タ
ス
ラ
に
焼
い
て
き
ま
し

坦
華
誰
御
砕
録
紳
韮
毒
岬
葎
評
越
少
傘
珂
確

立
と
い
い
よ
ら
へ
ん
ｏ
明
石
（
ア
ケ
イ
シ
）

山
の
蛸
と
い
い
よ
っ
た
。
東
北
の
人
ら
し
・

い
て
、
知
ら
ん
い
い
よ
る
。
話
に
な
ら

ゾ
ニ
へ
ん
ネ
」
と
ポ
ヤ
ク
こ
と
し
き
り
。
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ゆ

「
句
神
戸
、
大
ニ
ュ
ー
ス
」
癖
症
蔀
を
》
榊
電
癖
唾
榊
季
唾
腺
》
』
ハ
難
七
鑑
甲
卦
空
弄

り

9９

ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
が
、
十
全
国
二
十
七
セ
ン
タ
ー
よ
り
ロ
ポ
ウ
ラ
ー
、
水
谷
稔
、
川
井
る
ハ
ィ
ゥ
ェ
ル
・
・
へ
ネ
ッ
ト
は
、
舞
台

月
十
四
、
十
五
日
に
、
神
戸
ス
集
ま
っ
た
代
表
選
手
約
一
八
○
英
一
、
須
田
開
代
子
ら
五
選
手
出
身
の
新
人
で
繊
細
な
魅
力
の
持
主
。

タ
ー
レ
ー
ン
（
生
田
区
江
戸
町
名
に
よ
っ
て
、
二
日
間
に
わ
た
に
よ
る
模
範
競
技
が
行
な
わ
れ
ア
ー
サ
ー
の
父
親
エ
ズ
ラ
に
ヘ
ィ
リ

九
五
）
で
開
催
さ
れ
た
。
十
四
り
熱
心
な
競
技
が
展
開
、
団
体
・
フ
ロ
ポ
ウ
ラ
ー
と
し
て
の
最
高
、
錘
嘩
観
嘩
葬
幸
叶
腫
織
が
幸
〆
蓉

日
は
十
二
時
半
か
ら
開
会
式
が
戦
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
技
術
、
見
事
な
投
球
フ
ォ
ー

の
他
、
ァ
・
フ
リ
ル
・
ア
ン
ガ
ー
ス
、
リ

行
な
わ
れ
、
昨
年
度
優
勝
チ
ー
川
崎
ス
タ
ー
レ
ー
ン
が
優
勝
。
ル
が
披
露
さ
れ
た
。

ズ
・
フ
レ
ー
ザ
ー
、
ウ
イ
ル
フ
レ
ッ
ド

ム
の
川
崎
ス
タ
ー
レ
ー
ン
よ
り
個
人
戦
Ａ
ク
ラ
ス
は
米
良
広
勝

・
ピ
ク
ル
ズ
な
ど
が
出
演
。

耗
極
毛
誰
や
鋤
臥
嘩
確
認
時
趣
藷
》
旗
や
窪
霊
騨
評
雪
確
趣
哩
韮
諏
跨
咋
唾
鉢
型
崇
一
、
二
元
”
一
☆
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

蓬
珂
室
雲
鑑
繁
蕊
…
聯

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
歳
末
第
三
位
コ
ラ
ー
サ
号
、
神
ぶ
。
第
十
位
神
戸
商
工
貿
一
毎
月
十
日
ま
で
に
、
「
○
月
分
Ｏ
Ｓ

こ
の
一
年
、
神
一
戸
に
も
い
ゆ
錨
郵
韮
山
径
愉
け
る
」
と
諏
械
勘
や
〈
礎
抗
韮
フ
榊
挿
稚
一
鍾
垂
耕
静
確
錘
四
季
捌
嶋
特
別
試
写
会

蝋
撚
蝿
踊
詞
蝿
Ｉ
森
撚
僻
榊
噸
蝿
榊
蝿
綱
噛
慰
撫
蝋
’
一
噸
窯
議
捧
窯

時花 計

ラ
ス
は
高
野
兼
道
、
レ
デ
ィ
ス
｜
●
一
一
人
だ
け
の
窓

月
刊
神
戸
っ
子
編
集
室
Ｉ
件
に
市
民
は
吃
驚
仰
天
。
こ

第
一
位
神
戸
開
港
一
○
○
の
あ
た
り
は
日
本
的
に
通
用

年
祭
で
大
は
り
き
り
、
全
国
し
ま
す
。
第
五
位
日
本
一

う
。
こ
の
「
花
時
計
」
欄
で
っ
て
神
戸
港
に
帰
り
市
民
の
一
一
ト
羊
叩
狩
祁
密
画
吟
卿
評
梁
誇
錘
》
卵

‐
ｉ
●
．
：
‐
’
●
Ｉ
．
。
：
傷
．
●
１

り
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。
ン
タ
ー
、
さ
ん
ち
か
全
完

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
Ｉ
協
力
第
四
位
山
陽
電
車
爆
発
事

こ
の
神
戸
十
大
ニ
ュ
ー
ス
を
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

の
マ
ス
コ
ミ
を
神
戸
色
で
塗
の
地
下
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ク
ラ
ス
は
中
山
律
子
の
五
選
手
住
宅
難
で
夫
の
家
族
と
同
居
す
る
こ

に
栄
冠
が
輝
い
た
。
神
戸
の
選
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
若
い
男
女
の
悩

手
も
多
い
に
奮
斗
し
、
鈴
木
健
誇
紳
〆
霊
迩
牽
観
藩
認
顎
詐
耗
皿
霊
畷

準
雲
唇
那
迦
一
秒
店
匪
恥
塞
碓
氷
華
疏
を
醸
仲
碓
〆
心
噛
稚
味
嘩
喝
咋
蜂
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い ん

1００

｡

宙

２２－７８３６．７８４６

リ
ン
ゴ
酢
と
蜂
蜜
で

腕
を
ふ
る
っ
た

新
し
い
〃
味
〃

こ
の
お
い
し
さ
が

美
容
と
健
康
に
プ
ラ
ス
し
ま
す

神戸二宮生田ノ社ノ西
－

千
３５

久の鋪
⑳０９
１１

宮電話・三の

｜’
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1０１
などや力勤な

ムード
すぱらしい

眺望. ′

蕊蕊蕊蕊
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》
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室
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’
0２

ど
う
も
変
な
あ
ん
ば
い
に
な
っ
た
。

ぼ
く
は
所
在
な
く
ビ
ー
ル
ば
か
り
あ
お
っ
た
。
先
方
に
し
き
り

に
す
す
め
る
が
「
あ
ま
り
い
け
ま
せ
ん
の
で
」
と
か
「
く
る
ま
を

運
転
し
て
き
ま
し
た
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
て
、
客
は
ヒ
ザ
を
固
く

し
て
い
る
ば
か
り
だ
。

年
も
四
十
に
な
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
金
ツ
ポ
目
で
、
ア
ゴ

が
と
が
り
、
皮
層
の
色
が
さ
え
な
い
。
あ
の
少
年
店
員
の
ぽ
っ
ち

ゃ
り
し
た
丸
顔
、
サ
ク
ラ
色
を
お
び
た
キ
メ
の
こ
ま
か
い
白
い
頬
、

メ
ガ
ネ
を
か
け
た
人
な
つ
こ
い
目
と
は
す
べ
て
が
反
対
だ
。

「
神
戸
に
い
た
の
は
戦
争
に
負
け
た
す
ぐ
あ
と
な
ん
で
す
。
三
宮

に
は
ヤ
ミ
市
が
ゴ
ジ
ャ
ゴ
ジ
ャ
し
て
ま
し
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
変
わ

っ
た
で
し
ょ
う
ね
」

も
う
、
か
な
り
長
く
神
戸
は
知
ら
な
い
と
い
う
。

「
え
え
、
見
当
も
つ
か
ん
よ
う
に
な
っ
て
、
あ
ん
た
も
き
っ
と
マ

ゴ
つ
き
ま
す
よ
」

「
そ
う
で
し
よ
う
な
あ
ｂ
よ
う
遊
ん
だ
も
ん
で
す
わ
。
予
科
練
く

ず
れ
で
し
た
か
ら
ね
。
シ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
飲
ん
で
、
ジ
ャ
ン
市
で
よ

う
ケ
ン
カ
し
ま
し
た
わ
」

話
し
て
い
る
う
ち
に
、
客
に
も
神
戸
弁
が
す
こ
し
ず
つ
あ
ら
わ

れ
は
じ
め
た
。
予
科
練
の
飛
行
兵
と
し
て
沖
縄
に
い
て
、
死
ぬ
つ

●

足
立
巻
一

え
・
津
高
和
一

▲

前
号
ま
で
…
…
ぼ
く
が
薬
局
を
営
む
伯
父
に
養
わ
れ
て
い
た
中
学
生
の

こ
ろ
、
福
井
県
鯖
江
か
ら
来
た
少
年
店
員
が
あ
り
、
性
の
世
界
を
キ
ラ
リ

と
示
さ
れ
た
。
そ
の
日
か
ら
三
十
数
年
が
過
ぎ
、
そ
の
少
年
は
鯖
江
に
帰

り
、
家
業
の
温
泉
旅
館
を
つ
い
で
い
る
と
聞
い
て
、
旅
の
途
次
に
た
ず
ね

て
染
よ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
名
も
忘
れ
、
温
泉
旅
館
と
い
う
こ
と
だ

け
を
た
よ
り
に
電
話
す
る
と
、
あ
い
に
く
不
在
だ
っ
た
が
、
若
い
こ
ろ
は

神
戸
で
働
い
て
い
た
と
い
う
家
人
の
返
事
を
得
た
。
専
門
学
校
時
代
に
世

話
に
な
っ
た
木
蓮
夫
人
を
た
ず
ね
、
夜
お
そ
く
旅
館
に
は
い
っ
て
ふ
た
た

び
電
話
す
る
と
、
年
齢
が
若
い
し
、
先
方
は
ぼ
く
に
心
お
ぼ
え
が
な
い
と

い
う
。
そ
れ
で
も
、
神
戸
の
人
な
ら
な
つ
か
し
い
と
い
っ
て
宿
へ
来
て
く

れ
た
が
、
あ
の
少
年
店
員
と
は
似
つ
か
ぬ
別
人
だ
っ
た
…
…
。

コ
ウ
モ
リ

も
り
で
い
た
。
そ
れ
が
突
然
敗
戦
で
送
還
さ
れ
た
が
、
郷
里
に
は

と
て
も
落
ち
着
け
ず
に
大
阪
へ
と
び
だ
し
、
川
崎
造
船
所
多
奈
川

工
場
に
つ
と
め
た
が
、
そ
れ
が
神
戸
工
場
に
配
置
が
え
に
な
っ

た
。
酒
を
飲
ん
で
遊
び
ほ
う
け
て
い
る
う
ち
に
、
化
粧
品
屋
の
娘

と
な
か
よ
く
な
り
、
子
が
生
ま
れ
た
。
あ
げ
く
は
そ
の
店
の
入
り

婿
の
よ
う
に
な
っ
た
ｌ
と
、
客
憾
し
ゃ
べ
り
は
じ
め
た
の
で
あ

る
。「

そ
れ
が
電
話
に
出
た
い
ま
の
お
く
さ
ん
？
」

「
そ
れ
が
ち
が
い
ま
す
ね
ん
。
神
戸
の
女
と
は
別
れ
ま
し
た
。
あ

ん
ま
り
気
の
強
い
女
で
し
た
さ
か
い
：
…
・
」

「
子
ど
も
は
？
」

「
神
戸
で
育
て
ら
れ
て
ま
す
」

ぼ
く
た
ち
は
「
悪
童
」
で
は
な
か
っ
た

し
か
し
「
善
童
」
で
も
な
か
っ
た
。
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「
・
・
・
：
。
」

「
し
か
た
な
か
っ
た
ん
で
す
」

父
が
病
気
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
妻
子
を
つ
れ
て
鯖
江
に
引
き

あ
げ
た
が
、
女
が
ど
う
し
て
も
な
じ
め
ず
に
神
戸
へ
逃
げ
て
帰
っ

た
の
だ
と
い
う
。

「
そ
の
う
ち
、
お
や
じ
が
死
に
ま
し
て
、
プ
ロ
屋
を
つ
が
な
い
け

ん
よ
う
に
な
り
ま
し
て
ね
。
わ
し
も
何
べ
ん
神
戸
へ
逃
げ
た
ろ
か

思
い
ま
し
た
。
三
宮
の
ゆ
め
、
よ
う
見
ま
し
た
わ
。
で
も
、
先
祖

代
煮
の
家
業
は
絶
や
す
わ
け
に
い
か
ん
し
、
親
歳
が
目
を
放
し
ま

へ
ん
…
…
」

そ
の
温
泉
は
明
治
初
年
に
祖
父
が
苦
労
し
て
掘
っ
た
も
の
だ
と

い
う
。
三
年
ほ
ど
し
て
気
分
が
落
ち
つ
き
、
正
式
に
離
婚
し
て
い

ま
の
妻
と
結
婚
し
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

「
も
う
、
子
ど
も
二
人
お
ま
す
。
ど
っ
ち
も
男
で
、
う
え
の
や
つ

は
小
学
校
で
す
。
わ
し
に
似
て
ケ
ン
カ
ば
っ
か
り
し
よ
り
ま
す
。

で
も
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
ん
や
と
ち
か
ご
ろ
は
思
う
て
ま
す
。
神

戸
の
女
も
ム
コ
も
ら
い
よ
り
ま
し
た
し
、
な
…
…
」

そ
の
こ
ろ
に
な
っ
て
、
客
も
ビ
ー
ル
を
ガ
ブ
飲
承
し
は
じ
め
、

す
で
に
ピ
ン
は
か
ら
っ
ぽ
に
な
り
、
お
か
わ
り
を
注
文
す
る
た
め

に
ベ
ル
を
押
す
と
、
お
し
ろ
い
の
厚
い
仲
居
ら
し
い
女
が
三
人
も

は
い
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
い
き
な
り
客
に
「
帰
り
に
く
る
ま
に

乗
せ
て
や
」
と
甘
え
、
か
れ
は
「
う
ん
、
う
ん
」
と
い
っ
て
は

「
向
こ
う
で
待
つ
と
れ
」
と
手
で
払
っ
た
。
女
が
い
な
く
な
る

と
、
客
は
声
を
ひ
そ
め
て

「
あ
れ
ら
、
み
ん
な
遊
女
で
し
て
ん
。
わ
し
、
三
人
と
も
遊
ん
だ

こ
と
お
ま
す
」

か
れ
は
、
に
や
っ
と
笑
っ
た
。
歯
は
あ
の
少
年
と
ち
が
っ
て
黄

色
い
。
近
く
の
遊
廊
で
客
を
と
っ
て
い
た
の
が
売
春
禁
止
法
で
、

仲
居
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

「
あ
れ
ら
、
帰
る
と
こ
、
お
ま
へ
ん
の
や
：
…
・
」

そ
の
と
き
に
な
っ
て
、
鋭
い
金
ツ
ポ
目
も
意
外
に
素
朴
で
、
か

な
し
そ
う
な
か
げ
り
を
持
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
ぼ
く
は
ど
う
に
も
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
。

「
大
阪
の
に
い
さ
ん
は
、
あ
ん
た
に
似
て
ま
す
か
？
」

「
え
え
、
も
っ
と
背
が
高
い
ん
で
す
け
ど
」

ま
す
ま
す
お
か
し
い
。
客
は
筋
骨
質
ら
し
い
長
身
だ
。
そ
の
兄

は
さ
ら
に
背
が
高
い
と
す
れ
ば
、
ぽ
っ
ち
ゃ
り
し
た
あ
の
少
年
店

員
と
は
ち
が
う
。
し
か
し
、
客
に
兄
と
妹
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

ぼ
く
の
知
る
店
員
は
そ
の
兄
と
し
か
思
い
よ
う
が
な
い
。

そ
の
客
は
ビ
ー
ル
の
コ
ッ
プ
を
お
い
て
、
う
つ
む
い
て
考
え
こ

む
ふ
う
を
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
顔
を
あ
げ
て
、

「
そ
の
男
、
ヤ
マ
ー
ー
シ
い
い
ま
へ
ん
で
し
た
か
？
」

「
そ
れ
が
名
前
、
全
然
お
ぼ
え
と
ら
ん
の
で
、
ね
」

「
じ
ゃ
、
き
っ
と
ヤ
マ
ー
ラ
で
す
よ
。
い
ま
、
東
京
に
い
ま
す
。

メ
ガ
ネ
を
か
け
て
、
鼻
の
高
い
．
：
…
」

「
鼻
は
そ
ん
な
に
高
く
な
か
っ
た
で
す
が
…
…
」

■

’
1０３

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



客
は
ま
た
考
え
こ
み
、
そ
れ
か
ら
奇
妙
な
こ
と
を
語
り
は
じ
め

た
の
だ
。

「
お
や
じ
は
侠
客
ゑ
た
い
な
男
で
し
て
な
、
身
よ
り
の
な
い
子
は

み
ん
な
自
分
の
子
に
し
よ
っ
た
ん
で
す
」

両
親
に
死
な
れ
た
子
や
遊
女
が
生
ん
だ
子
が
あ
る
と
、
全
部
引

き
と
っ
て
養
い
、
私
生
児
は
自
分
の
庶
子
に
し
た
と
い
う
。
そ
れ

で
、
戸
籍
で
は
一
一
十
人
近
い
子
持
ち
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
引

き
取
ら
れ
た
子
ど
も
ら
は
高
等
小
学
校
ま
で
出
し
て
も
ら
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
都
会
へ
働
き
に
出
た
。
父
が
死
ん
だ
と
き
に
は
そ
れ
ぞ

れ
片
見
わ
け
を
し
、
戸
籍
を
整
理
し
た
ｌ
と
い
う
の
で
あ
る
．

そ
の
う
ち
で
は
、
ヤ
マ
ー
ラ
が
年
、
格
好
が
似
て
い
る
と
確
信
あ

り
げ
に
い
っ
た
。

「
ヤ
マ
ー
ー
シ
に
妹
さ
ん
あ
り
ま
し
た
か
？
」

「
妹
？
お
り
ま
せ
ん
け
ど
：
．
…
」

「
ぼ
く
の
知
っ
て
る
人
は
、
妹
が
あ
っ
た
と
い
う
ん
で
す
が
」

客
の
実
の
妹
を
、
少
年
店
員
は
妹
に
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
と
は
思
っ
た
の
だ
が
…
…
。

そ
の
と
き
、
客
は
金
ツ
ポ
目
を
精
い
っ
ぱ
い
大
き
く
し
た
。

「
ワ
タ
セ
・
コ
ウ
ス
ケ
ち
が
い
ま
す
か
？
」

ぼ
く
は
、
そ
の
と
き
、
む
し
ろ
自
分
自
身
に
あ
っ
／
と
お
ど

ろ
い
た
。

「
そ
う
で
す
。
ワ
タ
セ
で
す
。
コ
ゥ
ス
ヶ
で
す
」

完
全
に
忘
れ
き
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
名
が
、
刃
物
の
よ
う

に
脳
を
割
い
て
突
然
、
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
る
。
ぼ
く
も
伯
母

も
「
コ
ウ
ス
ケ
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
た
の
だ
。

「
ワ
タ
セ
ね
え
。
妹
、
い
ま
し
た
よ
。
口
の
う
ま
い
…
…
」

そ
れ
か
ら
、
か
れ
が
語
り
聞
か
せ
た
ワ
タ
セ
・
コ
ゥ
ス
ヶ
は
ま

ち
が
い
な
く
ぼ
く
の
求
め
る
少
年
店
員
で
あ
っ
た
。

「
戦
争
前
か
ら
満
州
へ
い
っ
て
ま
し
て
ね
、
お
や
じ
が
死
ん
で

だ
い
ぶ
し
て
か
ら
、
ひ
ょ
っ
こ
り
ヨ
メ
さ
ん
つ
れ
て
や
っ
て
来
ま

し
た
。
落
ち
ぶ
れ
た
格
好
で
し
た
。
ヨ
メ
さ
ん
は
ク
ロ
ゥ
ト
あ
が

り
で
し
た
な
。
片
見
を
わ
け
て
や
る
と
、
新
潟
へ
い
く
い
う
て
出

て
い
き
よ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
消
息
わ
か
り
ま
へ
ん
。
根
が

な
い
い
う
の
か
、
ど
う
も
ひ
と
と
こ
ろ
に
じ
っ
と
で
き
ん
男
で
し

て
ふ
そ
れ
に
遊
び
好
き
で
し
て
…
…
」

ぼ
く
に
は
、
そ
れ
以
上
た
ず
ね
る
こ
と
は
も
う
な
か
っ
た
。

客
は
い
ま
プ
ロ
屋
を
改
造
中
で
、
ほ
ど
な
く
鉄
筋
三
階
建
て
の

温
泉
旅
館
に
す
る
と
語
り
、
ｌ
そ
の
仕
事
に
熱
中
し
て
い
る
ら

し
く
、
で
き
あ
が
っ
た
ら
招
待
す
る
か
ら
ぜ
ひ
家
族
づ
れ
で
来
て

ほ
し
い
と
何
度
も
い
い
、
仲
居
た
ち
を
引
き
つ
れ
て
帰
っ
て
い
っ

た
。ぼ

く
は
き
っ
と
た
ず
ね
る
こ
と
を
約
束
し
、
か
れ
が
運
転
す
る

ラ
イ
ト
バ
ン
が
消
え
去
る
と
、
部
屋
で
残
っ
た
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
。

褐
色
の
液
体
は
な
ま
ぬ
る
く
な
っ
て
い
て
、
の
ど
に
引
っ
か
か
る
。

ワ
タ
セ
・
コ
ウ
ス
ケ
は
、
な
ぜ
、
温
泉
宿
の
息
子
の
よ
う
に
ぼ

く
に
語
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
理
由
は
わ
か
っ
て
い
る
。
娼
妓
や

．
〈
ン
。
ハ
ン
と
よ
ば
れ
る
女
た
ち
が
、
身
の
う
え
話
に
な
る
と
、
き

ま
っ
て
家
も
生
ま
れ
も
よ
か
っ
た
が
、
ま
ま
母
が
い
て
と
び
出
し

た
な
ど
と
涙
を
う
か
べ
て
物
語
る
の
と
、
そ
れ
は
同
じ
性
質
の
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
か
れ
は
、
あ
る
い
は
遊
女
の
、
あ
る
い
は
メ

カ
ケ
の
子
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

か
れ
が
ぼ
く
の
店
を
や
め
る
と
い
い
だ
し
た
と
き
、
ぼ
く
は
こ

っ
そ
り
外
へ
つ
れ
だ
し
て
、
思
い
と
ど
ま
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ

た
。
そ
の
と
き
、
コ
ウ
ス
ケ
に
や
め
ら
れ
た
ら
、
店
員
の
あ
て
は

な
く
、
ぼ
く
が
代
わ
り
に
ご
用
聞
き
に
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
し
、
そ
ろ
そ
ろ
上
級
学
校
の
受
験
勉
強
も
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
ぼ
く
は
か
き
く
ど
く
よ
う
に
、
懇
願
す
る
よ
う

に
も
う
一
年
い
て
ほ
し
い
、
と
く
り
か
え
し
た
。

コ
ウ
ス
ケ
の
黒
い
瞳
に
、
当
惑
し
き
っ
た
、
か
な
し
そ
う
な
影

が
ゆ
れ
た
。

「
で
も
、
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
は
大
学
へ
い
く
ん
で
し
ょ
う
？
」

そ
の
ひ
と
こ
と
で
ぼ
く
は
懇
願
を
や
め
た
。
コ
ゥ
ス
ヶ
の
い
う

こ
と
は
、
自
分
に
も
希
望
の
道
を
歩
か
せ
ろ
Ｉ
と
い
う
意
味
で

あ
る
の
が
わ
か
っ
た
か
ら
だ
。
目
に
は
憎
悪
さ
え
に
じ
ん
で
い
た
。

そ
う
し
て
、
コ
ウ
ス
ケ
は
ぼ
く
か
ら
消
え
た
。

そ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
の
め
ぐ
り
あ
っ
た
少
年
た
ち
、
ぼ
く
が
好

き
だ
っ
た
少
年
た
ち
は
大
方
が
消
え
て
い
っ
た
。
病
気
で
早
死
に

し
た
の
も
い
る
し
、
戦
死
し
た
の
も
多
い
し
、
戦
後
の
ド
サ
ク
サ

ｑ
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は
る
か
な
夕
ぐ
れ
ど
き

金
粉
だ
ら
け
の
風
の
な
か
を

そ
れ
は
ブ
ー
メ
ラ
ン
グ
の
よ
う
に
と
ん
で
い
た
。

柄
の
な
い
コ
ウ
モ
リ
傘
の
む
れ
が
。

あ
る
昼
、
生
田
の
森
の
ク
ス
の
大
木
に
ひ
と
り
登
っ
て
ふ
と
空

洞
を
の
ぞ
く
と
、
コ
ウ
モ
リ
が
そ
こ
に
さ
か
さ
ま
に
ぶ
ら
さ
が
っ

て
眠
っ
て
い
た
。
ぼ
く
は
悪
事
を
仕
出
か
し
た
も
の
の
よ
う
に
そ

っ
と
木
を
お
り
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
読
承
方
の
教
科
書

で
、
コ
ウ
モ
リ
は
鳥
の
な
か
ま
か
ら
は
烏
で
な
い
と
の
け
も
の
に

さ
れ
、
動
物
の
国
で
も
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
童
話
を
習
っ
た
。

だ
が
、
ぼ
く
に
は
コ
ウ
モ
リ
を
噸
笑
し
、
憎
悪
す
る
気
に
は
な
れ

な
か
っ
た
。

そ
ん
な
夜
だ
け
を
飛
ぶ
褐
色
の
生
き
も
の
を
や
に
わ
に
思
い
出

し
た
と
い
う
の
も
、
あ
の
客
の
シ
ョ
ポ
シ
ョ
ポ
と
ま
た
た
く
金
ツ

ポ
目
が
、
コ
ウ
モ
リ
に
似
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
？
ｌ
い

や
、
ぼ
く
自
身
の
目
つ
き
こ
そ
コ
ウ
モ
リ
そ
っ
く
り
に
ち
が
い
な

い
…
…
。

ぼ
く
は
戦
後
『
コ
ウ
モ
リ
と
シ
バ
三
郎
』
と
い
う
コ
ウ
モ
リ
が

好
き
で
飼
育
す
る
少
年
の
童
話
を
書
き
、
『
コ
ウ
モ
リ
』
と
い
う

詩
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
昭
和
二
十
五
年
四
月
「
天
秤
」
第
一
号
）

そ
の
六
つ
の
長
女
さ
え
も
、
い
ま
は
大
学
を
卒
業
し
て
し
ま
っ

た
。以

来
、
コ
ウ
モ
リ
を
見
な
い
。
八
つ
づ
く
Ｖ

の
な
か
に
ゆ
く
え
を
絶
っ
た
の
も
い
る
。
い
っ
し
ょ
に
詩
を
作
っ

た
多
く
の
少
年
で
、
い
ま
生
き
て
、
し
か
も
詩
を
書
い
て
い
る
連

中
は
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
？

ぼ
く
の
少
年
た
ち
は
、
白
鳥
の
群
れ
の
よ
う
に
ｌ
で
ば
な
く
、

コ
ウ
モ
リ
の
よ
う
に
飛
び
去
っ
た
と
思
っ
た
。
コ
ウ
ス
ヶ
と
い
う

名
が
、
ぼ
く
に
突
然
、
コ
ウ
モ
リ
の
記
憶
を
よ
び
さ
ま
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
少
年
の
ぼ
く
に
は
、
コ
ウ
モ
リ
は
親
し

い
な
か
ま
だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
、

生
田
筋
に
は
日
が
暮
れ
る
と
コ
ウ
モ
リ
が
飛
ん
だ
。
そ
れ
は
頭
上

を
か
す
め
、
低
い
軒
を
滑
走
し
て
は
夜
空
へ
飛
翻
し
た
。
ぼ
く
た

ち
は
「
コ
ー
、
コ
ー
、
コ
ウ
モ
リ
来
い
」
と
、
「
ホ
タ
ル
来
い
」

の
歌
の
フ
シ
で
呼
び
か
け
た
。
そ
の
こ
ろ
、
生
田
の
森
に
は
コ
ウ

モ
リ
の
群
れ
が
棲
ん
で
い
て
、
日
が
暮
れ
る
と
街
を
飛
び
、
夜
あ

け
と
と
も
に
掻
き
消
え
る
の
だ
っ
た
。

い
ま
わ
た
し
の
長
女
は
六
つ

コ
ゥ
モ
リ
は
動
物
園
に
い
る
の
か
と
た
ず
ね
る
。

な
る
ほ
ど
／

こ
の
ご
ろ
、
夕
ぐ
れ
が
来
て
も
影
の
し
ゃ
れ
者
は
来
な
い
。

焼
け
あ
と
に
は
や
り
き
れ
な
い
雨
ば
か
り
が
ふ
り

に
ょ
き
に
ょ
き
は
え
て
い
る
も
の
は

キ
ノ
コ
に
似
た
コ
ウ
モ
リ
傘
の
柄
ば
か
り
だ
。

ロ

0５
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シヤ
ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

繍灘織繍繍蔓患

神戸シャツ

撹
轡

潮KOBE鯵Ｓ

さんちかメンズタウンT E L ⑳O 3 8 8
生田区北長狭通２( 阪急西口）T E L ⑬2 8 1 7 . 3 1 7 3

三 恵洋服店

卑屈＝& p l

叩
器
必
毎
睡
総
娩

……? 毎弾
瀞頚騨鰯
別P■■口和# ■い■■全# q

蕊騨; 韓
錘:鐸:；
く｡雑晋･ 認÷詫・：
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弾

議議議口銀口専設■ｑＦ４ｑＰＰｑ. . _ b _ _ _ _

陰

識繍i雲

鍵
癖

＄

溌謡齢：

Ｌ口〆⑧や容

一: 霊繍…

■

ﾐ 錘

霞i篭韓

縫上麓J 胃ろず吻槻戒

1０６

畷畷

■

大丸前ＴＥＬ３３．２１６８元町４丁目ＴＥＬ⑭７２９０

！
高級紳士服専門店

電談; ・釧一遺篭

篇唇

罰

神戸テーラー

畷

ＭＥＮ' ＳＳＨＯＰ瀞 鞄刀ﾕ1１
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弼
酔
ｆ
“

F:■'
畷議議

高級きものとおび
しみぬき・活子洗享専門店

羽双昌監獄I ■廟彦
移ヨヱルート・群や夢壷一

神戸本社神戸市生田区三宮町１丁目1 7 0 電話3 3 - 5 3 0 4
神戸直売店神戸市生田区三宮町１丁目電話3 3 - 1 2 1 7
大阪堺筋店大阪市東区淡路町２丁目電話2 3 1 - 6 9 7 9
大阪心斎橋店大阪市南区安堂寺橋通４丁目電話2 5 1 - 4 1 8 2
束京銀座店東京都中央区銀座８丁目電話5 7 1 - 2 3 0 3
京京新宿店東京都新宿区角筈１丁目

新宿ステーショピル地下２階電話3 5 2 - 2 4 3 6
東京有楽ビル店東京都有楽町有楽ピル電話2 1 3 - 2 8 2 1
東京国際ビル店東京都丸ノ内国際ピル電話2 1 2 - 3 7 4 6

⑲平野
ワ3 い家潅
兵庫区神田町１２５
（家庭裁判所前東１丁）
ＴＥＬ⑭６９３２

1０７

ご贈答に風味豊かなカステーラ

長崎堂易 1 重店
本店＝大橋町５大五ピル（6 1 ）０５５３－４
新開地店＝松竹座前（ 5 6 ）２４２３
元町店＝元町６（ 3 4 ）４ユ３ o
さんちかスイーツタウン（3 9 ）８６２５

§

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ

コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）８１６１。（2 3 ）２５７０．

篭溺議

鍵
耀
鱗
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営薬時間
Ａ､ Ｍ、１１．３０～Ｐ. Ｍ、９

2 9 9 3
8 5 3 0
1 9 6 4
2 3 0 8

<３３＞
<３９＞
<７６＞
<４１＞

お
す
レ

イ
ん
ぶ
ら

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ

三宮センター街
三宮柳筋店
垂水国鉄ｼ ｮ ｯ ﾋ ﾟ ﾝ ｸ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ 斗苫
甲南店

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
５
７
７
２

５
６
７
４

（
毎
週
月
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
５
２
３
３

禁
漁

訪誼q:･合心

感
溌
》

で
ん
わ
⑬
一
一
一
七
七
一

三
一
○
八

何

大 上鞄店・いなみ
元町通１丁目ＴＥＬ３３．３９６２
さんちかメンズタウンＴＥＬ３９．４６２７

本店
支店

蕊蕊蕊蕊

洋菓子喫茶州kCASCA D E
1０８ズ

■

| カスカー侭
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1０９

神戸っ子のみんなに愛される落ちついた喫茶店

ＴＥＡＲＯＯＭ 喫茶愛
☆神戸・元町本通元一ビル２階ＴＥＬ（3 2 ）０９５８

洋酒の店

ＣＪと
小川深雪
阪急西口下る京町筋
ＴＥＬ＜3 9 ＞１４１３

芝難奈黒篭熊

創業鯛瀧補琴

雇窒物の山下
さい老舗に新しいセら' ズ

神戸三宮センター街
ＴＥＬ⑳０２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

角

ｂ
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凸

利
市
の
葬
儀
は
、
南
栄
商
店
連
合
会
葬
と
し
て
、
安
福
家
の
檀

邦
寺
で
あ
る
大
仏
前
の
宝
山
寺
で
営
ま
れ
た
。
宝
山
寺
は
、
浄
土

真
宗
西
本
願
寺
派
の
末
寺
で
、
江
戸
時
代
か
ら
つ
づ
い
た
兵
庫
で

は
由
緒
の
あ
る
古
利
だ
っ
た
。

葬
儀
に
は
、
生
前
の
利
市
の
人
徳
を
慕
っ
て
、
二
百
名
に
の
ぼ

る
会
葬
者
が
、
宝
山
寺
の
本
堂
を
う
ず
め
た
。
納
棺
ま
え
の
遺
体

を
浄
め
る
湯
棺
の
と
き
に
も
、
希
望
者
が
わ
れ
も
わ
れ
も
と
つ
め

か
け
、
遺
族
が
ろ
く
に
仏
に
ち
か
よ
れ
ぬ
ほ
ど
だ
っ
た
。

盛
大
な
葬
儀
が
お
わ
る
と
、
野
辺
の
送
り
の
列
が
、
先
頭
に
安

福
利
市
の
名
を
大
書
し
た
高
い
職
を
か
か
げ
て
、
宝
山
寺
の
山
門

を
く
り
だ
し
た
。

連
載
小
説
〈
第
二
十
二
回
〉

兵
庫
の
女

1１０

武
田
繁
太
郎

え
・
松
岡
寛
一

火
葬
場
は
会
下
山
の
奥
に
あ
っ
た
。
職
の
あ
と
に
は
、
華
一
箆
な

白
木
造
り
の
枢
が
つ
づ
い
た
。
「
三
人
組
」
と
中
橋
と
紀
州
屋
を

両
先
端
に
し
て
、
後
続
に
は
、
と
く
に
選
ば
れ
て
鐘
紡
の
む
か
し

の
仲
間
た
ち
が
、
悲
し
み
の
う
ち
に
も
晴
れ
が
ま
し
い
面
持
ち

で
、
亡
き
親
友
の
枢
を
し
っ
か
り
と
担
い
で
い
た
。

枢
の
あ
と
に
は
、
百
台
に
ち
か
い
人
力
車
が
延
々
と
な
ら
ん
で

い
た
。
七
条
の
袈
裟
で
き
ら
び
や
か
に
盛
装
し
た
十
数
人
の
導
師

の
車
に
つ
づ
い
て
、
遺
児
の
良
治
と
相
乗
り
し
た
喪
主
の
ま
つ

を
、
モ
ー
ニ
ン
グ
に
山
高
帽
姿
の
森
川
県
議
、
連
合
会
の
役
員
た

ち
、
そ
れ
に
、
鐘
紡
の
幹
部
連
中
の
姿
も
み
う
け
ら
れ
た
。

前
後
一
丁
に
も
及
ぶ
長
い
葬
列
は
、
大
仏
前
か
ら
、
柳
原
、
兵

☆
あ
ら
す
じ

ま
つ
を
は
十
五
才
で
広
島
の
生
家
を
と
び
だ
し
て
鐘
紡
の
女

工
と
な
り
、
同
じ
職
場
で
働
い
て
い
た
安
福
利
一
と
結
婚
。
共

稼
ぎ
の
か
た
わ
ら
内
職
に
精
を
出
し
、
や
が
て
呉
服
の
店
、
か

た
ぢ
屋
を
も
っ
た
二
人
は
順
調
な
毎
日
を
す
ご
す
。

結
婚
し
て
二
十
年
、
あ
き
ら
め
て
い
た
子
宝
に
も
恵
ま
れ
、

中
橋
家
具
店
の
中
橋
善
三
郎
が
市
会
議
員
に
立
候
補
す
る
と
、

利
市
は
勇
躍
と
し
て
運
動
に
走
り
ま
わ
る
。
そ
し
て
中
橋
は
当

選
。
利
市
も
「
南
栄
商
店
連
合
会
」
の
会
長
に
選
ば
れ
た
。

ち
ょ
う
ど
年
末
の
売
出
し
に
入
っ
た
商
店
街
を
、
南
栄
商
事

の
創
立
準
備
の
た
め
に
東
奔
西
走
し
た
利
市
は
、
年
が
明
け
た

三
日
の
夜
か
ら
肩
桃
腺
炎
に
見
舞
わ
れ
、
平
熱
に
下
っ
た
後
の

無
理
が
た
た
り
余
病
の
急
性
腎
臓
炎
に
襲
わ
れ
た
。
病
状
は
一

進
一
退
を
続
け
て
い
た
が
、
三
月
下
旬
の
あ
る
日
病
状
は
急
変

し
、
京
都
で
急
を
聞
い
て
ま
つ
を
が
帰
っ
た
時
、
す
で
に
利
市

の
面
に
は
白
い
布
が
か
ぶ
せ
ら
れ
て
い
た
。
楽
し
み
に
し
て
い

た
息
子
良
治
の
入
学
式
を
も
待
た
ず
に
…
…
。
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Ｑ

「
う
む
。
そ
り
ゃ
、
い
い
考
え
だ
」

森
川
が
腕
組
み
を
し
た
ま
ま
、
う
な
づ
い
た
。

「
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
は
、
故
人
に
失
礼
か
も
知
れ
ん
が
、

奥
さ
ん
は
〃
か
た
ぢ
屋
は
女
房
で
も
つ
〃
と
ま
で
噂
さ
れ
た
方

だ
。
わ
た
し
自
身
も
、
か
ね
が
ね
、
女
な
が
ら
も
奥
さ
ん
の
商
人

と
し
て
の
す
ぐ
れ
た
手
腕
に
は
感
服
し
て
お
っ
た
。
南
栄
商
事
の

社
長
に
な
っ
て
も
、
か
な
ら
ず
や
ゑ
な
さ
ん
の
期
待
に
こ
た
え
る

だ
け
の
仕
事
を
や
り
と
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
、
あ
た
し
は
太
鼓
判

を
お
し
て
も
い
い
。
ま
た
、
そ
れ
だ
け
の
経
済
的
な
実
力
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
」

「
わ
た
し
も
賛
成
で
す
な
」

御
崎
薬
局
が
、
金
縁
眼
鏡
を
き
ら
り
と
ひ
か
ら
せ
な
が
ら
言
っ

た
。「

ま
あ
、
社
長
が
女
だ
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
い
は
や
り
に
く
い

よ
う
な
場
合
も
で
て
く
る
か
も
知
れ
ん
。
だ
が
、
そ
う
い
う
と
き

に
は
、
男
の
わ
れ
わ
れ
が
協
力
し
て
、
社
長
を
で
き
る
だ
け
も
り

た
て
て
い
け
ば
、
う
ま
く
経
営
し
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
わ

た
し
は
、
社
長
に
は
や
は
り
、
奥
さ
ん
が
最
適
任
や
と
考
え
ま
す

な
」「

う
む
。
お
お
よ
そ
の
承
な
さ
ん
の
意
見
は
賛
成
の
よ
う
に
判
断

さ
れ
る
が
、
こ
の
辺
で
ひ
と
つ
、
肝
心
の
奥
さ
ん
の
気
持
を
お
き

き
せ
ん
と
。
ど
う
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
て
、

ぜ
ひ
社
長
を
ひ
き
う
け
て
く
だ
さ
ら
ん
か
」

そ
れ
ま
で
、
ま
つ
を
噂
じ
っ
と
面
を
伏
せ
た
ま
ま
、
一
座
の

意
見
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
彼
女
は
ひ
と
こ
と
も
口
だ
し
し
な
か

っ
た
。
だ
が
、
森
川
に
う
な
が
さ
れ
る
と
、
彼
女
は
は
じ
め
て
面

を
あ
げ
た
。

「
み
な
さ
ん
の
ご
好
意
は
、
ほ
ん
ま
に
あ
り
が
た
い
こ
と
や
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
主
人
も
、
草
葉
の
陰
と
や
ら

で
、
心
か
ら
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
や
と
思
い
ま
す
」

ま
つ
を
峰
ふ
か
ぶ
か
と
頭
を
さ
げ
て
礼
を
述
べ
た
が
、

「
せ
っ
か
く
の
承
な
さ
ん
の
ご
好
意
を
無
に
す
る
よ
う
で
、
申

し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
主
人
の
遣
し
ま
し
た
仕
事
に
つ
い
て

は
、
主
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
と
き
か
ら
、
わ
た
し
は
決
心
を
つ

■

告

Ｉ

庫
駅
わ
き
、
永
沢
町
の
市
電
通
り
を
へ
て
、
上
沢
二
丁
目
か
ら
き

そ
う
れ
ん

ゅ
う
な
葬
礼
道
の
坂
を
、
会
下
山
の
火
葬
場
め
ざ
し
て
し
ず
し
ず

と
す
す
ん
で
い
っ
た
。
道
ゆ
く
市
民
た
ち
が
ゑ
な
目
を
み
は
っ
た

ほ
ど
、
そ
れ
は
稀
に
承
る
盛
大
な
葬
列
に
な
っ
て
い
た
。

初
七
日
も
あ
っ
と
い
う
ま
に
す
ぎ
、
葬
儀
の
あ
わ
た
だ
し
さ
が

よ
う
や
く
お
さ
ま
っ
た
ふ
た
七
日
の
夜
、
法
要
を
す
ま
せ
た
あ
と

の
仏
間
に
、
ま
つ
を
を
中
心
に
し
て
、
連
合
会
の
幹
部
連
中
が
あ

つ
ま
っ
た
。
森
川
や
市
橋
も
顔
を
そ
ろ
え
て
い
た
。
一
座
の
相
談

は
、
南
栄
商
事
の
今
後
の
在
り
方
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
っ
た
。

ひ
と
し
き
り
、
故
人
の
生
前
の
想
い
出
話
に
花
が
咲
い
た
と
こ

ろ
で
、
ま
ず
森
川
が
口
火
を
切
っ
た
。

「
ど
う
だ
ろ
う
。
南
栄
商
事
は
、
故
人
が
す
っ
か
り
基
礎
が
た
め

を
し
た
と
こ
ろ
で
、
残
念
に
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
わ
た
し

は
、
こ
の
さ
い
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
会
社

を
誕
生
さ
せ
た
い
と
念
願
し
て
い
る
の
だ
が
、
諸
君
の
率
直
な
ご

意
見
を
う
か
が
い
た
い
の
だ
」

中
橋
が
す
ぐ
合
槌
を
う
っ
た
。

「
わ
た
し
も
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
安
福
は
あ

あ
い
う
人
柄
だ
か
ら
、
口
に
こ
そ
だ
さ
な
か
っ
た
が
、
南
栄
商
事

の
こ
と
だ
け
は
、
死
ぬ
ま
で
心
残
り
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
そ
の

胸
中
を
察
し
て
、
あ
と
に
残
っ
た
わ
れ
わ
れ
で
、
南
栄
商
事
を
も

り
た
て
て
い
く
の
が
、
故
人
へ
の
な
に
よ
り
の
は
な
む
け
に
な

り
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
義
務
で
も
あ
る
と
思
う
の
だ
。
ど
う
だ

ろ
う
？
」

だ
れ
に
も
異
議
は
な
か
っ
た
。
紀
州
屋
が
、
そ
こ
で
ひ
と
膝
、

膝
を
に
じ
っ
て
言
っ
た
。

「
会
社
を
存
続
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
賛
同
を
え

ら
れ
る
ん
な
ら
、
こ
こ
で
、
ひ
と
つ
提
案
が
あ
り
ま
す
の
や
。
そ

れ
は
、
故
人
の
遺
志
を
継
ぐ
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
会
社
の
代
表

者
は
、
安
福
に
か
わ
っ
て
奥
さ
ん
の
ま
つ
を
は
ん
に
な
っ
て
も
ら

う
の
が
、
い
ち
ば
ん
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
承
な
さ
ん
、
ど
う
で
す
や
ろ
か
？
」

紀
州
屋
は
一
座
の
顔
を
み
わ
た
し
た
。
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、

け
て
お
り
ま
し
た
」

一
座
の
視
線
が
い
っ
せ
い
に
ま
つ
を
の
つ
ぎ
の
言
葉
を
待
ち
か

ま
え
た
。

「
ご
存
知
の
と
お
り
、
南
栄
商
事
の
創
立
は
、
主
人
に
と
っ
て
は

生
涯
を
か
け
た
事
業
に
す
る
覚
悟
で
し
た
。
こ
の
会
社
が
成
功
し

た
ら
、
わ
し
も
や
っ
と
男
に
な
れ
る
、
と
主
人
は
口
ぐ
せ
の
よ
う

に
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
言
う
て
み
れ
ば
、
主
人
の
生
涯
の
夢
で

し
た
。
そ
の
夢
を
見
は
て
ん
う
ち
に
、
主
人
は
病
い
に
た
お
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
ん
ま
に
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ
ん
気
持
ち
や

っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

腕
組
象
を
し
た
森
川
は
、
膜
目
し
た
ま
ま
、
い
く
ど
も
う
な
づ

い
て
い
た
。
ま
つ
を
は
言
葉
を
つ
い
だ
。

「
こ
の
主
人
の
遺
志
を
つ
い
で
、
わ
た
し
に
あ
と
を
や
っ
て
ゆ

け
、
と
仰
有
っ
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
の
ご
好
意
は
、
涙
が
で
る

ほ
ど
う
れ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
け
ど
、
ぜ
ひ
こ
こ
で
、
み
な
さ

ん
に
わ
た
し
の
わ
が
ま
ま
な
考
え
を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

一
座
の
視
線
が
、
こ
ん
ど
は
期
せ
ず
し
て
不
審
の
色
に
変
っ
た
。

「
南
栄
商
事
は
、
幸
い
に
し
て
、
み
な
さ
ん
の
非
常
な
ど
協
力
を

頂
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
主
人
も
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
。
け

ど
、
さ
い
し
ょ
は
、
万
一
承
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
え
ら
れ
ん
よ
う

な
場
合
で
も
、
主
人
は
独
力
で
で
も
こ
の
仕
事
を
や
り
と
お
す
覚

悟
で
お
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
妻
の
わ
た
し
な
ぞ
の
世
話
に
も

な
ら
ん
つ
も
り
で
し
た
。
や
は
り
、
主
人
に
は
一
世
一
代
の
仕
事

で
し
た
。
そ
の
気
持
ち
を
、
わ
た
し
は
大
事
に
し
て
あ
げ
た
い
と

思
う
と
り
ま
す
。
主
人
の
夢
を
、
美
し
い
夢
の
ま
ま
、
い
つ
ま
で

も
そ
っ
と
し
て
お
い
て
や
り
た
い
、
と
わ
た
し
は
願
う
と
り
ま
す
」

だ
れ
も
が
じ
っ
と
う
な
だ
れ
た
ま
ま
、
ま
つ
を
の
言
葉
に
き
き

い
っ
て
い
た
。

「
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
が
ご
尤
も
な
こ
と
は
、
わ
た
し
に
も
重
重

わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
け
ど
、
わ
た
し
の
わ
が
ま
ま
な
願
い
を
お

き
き
と
り
い
た
だ
い
て
、
南
栄
商
事
の
件
は
、
す
べ
て
白
紙
に
か

え
し
て
い
た
だ
け
ん
も
ん
で
し
ょ
う
か
」

意
外
な
ま
つ
を
の
申
し
出
に
、
し
ば
ら
く
は
、
だ
れ
も
が
黙
し

寺

閉
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俳優座公演Ⅷどれい狩り〃

ｐ女流陶芸展
１２月８～１３日日本における一線級の女流陶芸家の作
品を集めて。坪井淵日香ほか1 1 名。壷、皿、食器ほか。
ｐ国際少年少女交歓の集い
１２月９日ＰＭＬ００入場無料主催／神戸市於神戸
国際会館
し歳末同情週間義金募集' １年忘れ素人演芸大会〃
１２月１０日ＰＭ１２：００入場料金／￥３００共催／兵庫
県抽戸市、神戸４ロータリークラブ、朝日新聞、大阪厚
生文化事業団、神戸国際会館於神戸国際会館
レウィーン・アカデミー合唱団
１２月１１日ＰＭ６：３０会員券労音１２月例会於神戸
国際会館
ｐクリスマス・ポップス・コンサート
１２月１４日ＰＭ７：Ｏ０１５ＦｌＰＭ６：３０出演／中沢寿
士とＭＢＳジャズ・オーケストラ、外山雄三と京響
高田浩平( 唄）会員券労音１２月例会於神戸国際会館
ｂベートーベン帆第九〃
１２月２３日ＰＭ６：３０出演／外山雄三指揮京都市交
響楽団入場料金／Ａ1 , 0 0 0 Ｂ￥8 0 0 ￥5 0 0 主催／
兵庫県於神戸国際会館
ｐザ・タイガース神戸公演
1 2 月2 8 日P M 4 : 0 0 6 : ３０入場料金／Ａ￥1 , 2 0 0 Ｂ
￥９００Ｃ￥７００主催／神戸新聞会館於神戸国際会館

＊神戸の催物ごあんない＊
ｐ俳優座公演､ ' どれい狩り〃
１２月１．２日ＰＭ６：１５３日ＰＭ１：３０出演／仲代達
矢、関口銀三、岩崎加根子、谷育子ほか会員券神戸
労演１２月例会於神戸国際会館
ｐ神戸外大混声合唱団リサイタル
１２月４日ＰＭ６：３０入場料金／￥２００主催／神戸外

に異鯉堂慧(ｴ美展，
１２月１～５日永沢永信、市野弘之、吉浦美好ら十数
名の作品於そごう百貨店８階画廊
ｐ神戸大学交響楽団定期演奏会
１２月８ＨＰＭ６：３０入場料金／￥２００主催／神戸大
学交響楽団於神戸国際会館

な
あ
、
い
ま
ご
ろ
は
南
栄
商
事
も
盛
大
に
や
つ
と
る
や
ろ
、
な
ぞ

と
、
い
つ
ま
で
も
え
え
想
い
出
に
な
っ
て
、
安
福
は
わ
し
ら
の
胸

の
な
か
に
生
き
て
い
て
く
れ
る
。
そ
の
ほ
う
が
、
わ
し
ら
と
し
て

も
よ
っ
ぽ
ど
う
れ
し
い
話
や
」

し
ゃ
べ
っ
て
い
く
う
ち
に
、
紀
州
屋
の
目
に
は
う
っ
す
ら
と
涙

が
ひ
か
っ
て
い
た
。

だ
が
、
座
が
し
め
っ
ぽ
く
な
る
の
を
防
ぐ
よ
う
に
、
森
川
が
ち

ょ
っ
と
居
ず
ま
い
を
正
し
て
言
っ
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
ど
う
だ
る
？
話
が
一
変
す
る
よ
う
だ
が
、
承
な

さ
ん
も
異
議
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
の
さ
い
は
、
奥
さ
ん
の
気
持

ど
お
り
に
、
南
栄
商
事
は
設
立
を
中
止
す
る
こ
と
に
き
め
よ
う
じ

ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

全
員
賛
成
に
な
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

た
だ
そ
れ
だ
け
言
っ
て
、
ま
つ
を
嘩
畳
に
面
を
伏
せ
る
と
、

は
じ
め
て
、
か
す
か
な
鳴
咽
に
肩
を
ふ
る
わ
し
た
。
良
人
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
、
他
人
に
み
せ
る
は
じ
め
て
の
涙
で
あ
っ
た
。

八
次
号
に
つ
づ
く
Ｖ

た
ま
ま
答
え
な
か
っ
た
。
一
座
に
は
重
ぐ
る
し
い
沈
黙
が
流
れ
た

が
、
や
が
て
、
森
川
が
、
そ
の
沈
黙
を
破
る
よ
う
に
ふ
っ
と
大
き

く
吐
息
し
て
言
っ
た
。

「
よ
し
。
奥
さ
ん
の
気
持
ち
は
よ
う
わ
か
り
ま
し
た
よ
。
安
福
君

の
一
生
を
か
け
た
夢
を
、
い
つ
ま
で
も
美
し
い
夢
の
ま
ま
、
み
ま

も
っ
て
い
き
た
い
。
奥
さ
ん
と
し
て
は
、
亡
き
良
人
を
思
う
当
然

の
気
持
ち
だ
と
言
え
る
か
も
知
れ
ん
。
奥
さ
ん
が
そ
こ
ま
で
潔
ぎ

よ
う
決
心
さ
れ
て
お
る
の
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
も
う
な
に

も
言
う
こ
と
ば
な
い
。
な
あ
、
中
橋
君
、
君
は
ど
う
思
う
？
」

「
そ
う
で
す
な
あ
。
南
栄
商
事
を
白
紙
に
戻
す
の
は
ま
こ
と
に
残

念
だ
が
、
し
か
し
、
考
え
て
承
れ
ば
、
あ
と
に
残
っ
た
わ
れ
わ
れ

が
仕
事
を
は
じ
め
て
み
て
、
も
し
失
敗
す
る
よ
う
な
こ
と
で
も
あ

れ
ば
、
冥
土
に
い
る
安
福
に
申
し
わ
け
が
た
た
ん
か
ら
な
あ
。
そ

れ
こ
そ
、
ま
つ
を
ば
ん
の
言
う
安
福
の
夢
に
泥
を
ぬ
る
よ
う
な
こ

と
に
な
る
。
そ
の
点
も
、
よ
う
考
え
ん
と
い
か
ん
な
あ
」

「
う
む
」

と
、
紀
州
屋
も
、
思
い
き
り
の
い
い
表
情
で
、

「
こ
ら
、
や
っ
ぱ
り
、
ま
つ
を
ば
ん
の
言
う
と
お
り
に
し
て
お
く

ほ
う
が
え
え
か
も
知
れ
ん
。
『
三
人
組
』
の
わ
し
ら
と
し
て
も
こ

れ
か
ら
も
、
安
福
を
思
い
だ
す
た
び
に
、
あ
い
つ
が
牛
き
て
た
ら

炉

1１３
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外
島
健
吉

直
木
太
一
郎

中
西
勝

南
部
圭
三

野
沢
幸
三
郎

原
口
忠
次
郎

畑
専
一
郎

原
泰
良

深
水
惣
吉

福
冨
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
雲
二

村
上
正
二
郎

百
崎
辰
雄

若
杉
慧

山
口
泰
弘

行
吉
哉
女

神
戸
青
年
会
議
所

愛
読
者
サ
ロ
ン

☆
数
年
来
、
神
戸
っ
子
を
愛
読
し
て
い
る

一
女
性
で
す
。
先
日
、
私
の
家
に
遊
び
に

来
て
い
た
三
人
の
友
達
も
、
神
戸
っ
子
を

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
あ
る
一
頁

の
と
こ
ろ
で
た
い
へ
ん
噴
慨
し
て
い
ま
し

た
。
ど
の
頁
だ
ろ
う
と
私
も
の
ぞ
い
て
桑

ま
す
と
、
画
家
の
向
井
修
二
氏
が
書
い
て

お
ら
れ
る
〃
男
の
気
持
″
の
頁
で
し
た
。

わ
け
を
聞
い
て
み
る
と
「
女
性
を
侮
辱
す

る
文
章
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
わ
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
一
度
、
顔
を
象
た
い
わ

雄
ど
と
い
い
出
す
始
末
で
、
さ
ほ
ど
気
に

も
と
め
て
い
な
か
っ
た
私
も
び
っ
く
り
。

楽
し
い
文
章
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
う
少

し
、
女
性
を
い
た
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ

ん
か
、
ネ
。
八
垂
水
・
和
泉
仲
子
Ｖ

☆
東
京
に
住
む
一
読
者
で
す
。

先
日
西
武
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
た
、
お

し
ゃ
れ
フ
ェ
ア
と
う
ま
い
も
の
会
に
偶
然

発
行
に
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
い
た
だ
い
た
方

安
部
正
夫
小
磯
良
平

青
木
重
雄
小
林
芳
夫

朝
比
奈
隆
小
泉
徳
一

浅
田
長
平
小
林
秀
雄

有
岡
信
道
上
林
英
一

荒
木
晃
後
藤
末
二

砂
野
仁
古
林
喜
楽

乾
豊
彦
阪
本
勝

石
野
信
一
坂
口
干
雄

井
上
文
左
衛
門
雀
部
昌
之
介

石
野
成
明
白
川
渥

榎
並
正
一
新
谷
秀
雄

上
田
将
雄
塩
路
義
孝

牛
尾
吉
朗
砂
田
重
民

岡
崎
真
一
角
南
猛
夫

岡
部
伊
都
子
竹
中
郁

岡
崎
忠
滝
川
清
一

小
曽
根
真
造
滝
川
勝
二

小
野
一
夫
田
宮
虎
彦

大
淵
シ
ト
ム
田
村
孝
之
介

金
井
元
彦
田
中
寛
次

嘉
納
正
治
田
中
健
一
郎

嘉
納
毅
六
玉
井
操
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少〃ぉ

、

●

師

出
く
わ
し
、
お
店
の
方
か
ら
「
神
戸
っ
子
」

を
一
冊
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
戸
に
は
ま

だ
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が

「
神
戸
っ
子
」
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
は
、

大
変
明
か
る
い
、
い
い
街
の
よ
う
で
す
ね
。

お
し
ゃ
れ
フ
ェ
ア
、
う
ま
い
も
の
会
に

し
て
も
、
セ
ン
ス
の
い
い
の
に
驚
き
ま
し

た
。
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
一
度
神
戸
に
行

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

八
東
京
／
豊
島
区
・
一
読
者
Ｖ

☆
前
略
ご
め
ん
下
さ
い
ま
せ
。

貴
誌
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
バ
ッ
グ
・
コ

ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ

ろ
当
選
の
葉
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

日
買
物
の
つ
い
で
に
セ
ン
タ
ー
街
の
．
ヘ
ー
ー

ヤ
に
行
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
立
派
な

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
頂
き
、
あ
ま
り
高
価
な

品
な
の
で
驚
い
て
お
り
ま
す
。
お
店
の
方

も
と
て
も
感
じ
良
く
応
待
し
て
下
さ
り
、

本
当
に
う
れ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次

の
買
物
は
是
非
こ
の
お
店
で
し
ょ
う
と
思

い
ま
し
た
。
責
誌
か
ら
も
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
礼
を
申
し
て
上
げ
て
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
神
戸
っ
子
」
は
毎
号
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。
八
葺
合
区
・
時
本
薫
Ｖ

４

搭
☆
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
〃
．

神
戸
の
聖
夜
は
、
教
会
の
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
や
真
夜
中
の
ミ
サ
に
ほ
ん
と
の

静
か
な
祈
り
が
あ
り
ま
す
。

開
港
百
年
祭
と
七
月
の
集
中
豪
雨
。
吉

田
茂
氏
の
国
葬
、
そ
し
て
世
界
は
紅
衛
兵

と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
。
明
暗
の
あ
け
く
れ
の

な
か
で
戦
争
だ
け
は
や
め
て
ほ
し
い
も
の

こ
の
平
和
へ
の
願
い
を
日
本
人
の
一
人
と

し
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
祈
り
に
こ
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
八
小
泉
康
夫
Ｖ

☆
対
話
廻
力
月
、
淑
女
入
門
、
男
の
気

持
、
ベ
ッ
コ
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
・
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
、

．
ハ
イ
オ
ー
ー
ア
神
戸
、
ズ
ー
ム
・
ア
ッ
プ
な

ど
が
廻
月
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新

年
号
か
ら
ま
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
企
両
読
物

を
連
載
い
た
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
八
小
泉
美
喜
子
Ｖ

☆
よ
し
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
そ
の
人
の

人
生
を
左
右
す
る
あ
る
時
期
が
一
生
の
う

千
本
書
房
市
電
平
野
終
点

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

文
洋
堂
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際
会
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１
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文
洋
堂
新
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会
館
１
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日
東
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大
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海
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３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

甲
南
堂
国
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本
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駅
北
口

宝
盛
館
阪
神
御
影
南
側

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

隆
司
書
房
新
開
地
本
通
り

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
載
し
て

お
店
を
、
ま
た
商
品
を
ご
紹
介
な
さ
り
た

い
方
は
、
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
室
へ
お
申

込
染
く
だ
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
も
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

神
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っ
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Ｎ
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帥

＊
発
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夫

特
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編
集
室
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区
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妬
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・
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ビ
ル
４
階
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巴
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７
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３
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８
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７
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頒
価
・
川
円

ち
に
い
く
つ
か
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
月
は

そ
の
時
期
の
一
つ
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
と

ふ
と
そ
ん
な
考
え
が
走
る
。
（
ち
ょ
っ
と

オ
ー
バ
ー
？
）
夜
風
が
い
や
に
身
に
し
承

る
季
節
。
八
川
端
歌
一
Ｖ

☆
神
戸
っ
子
ジ
ャ
ズ
メ
ン
に
よ
る
深
夜
の

ジ
ャ
ズ
響
宴
の
取
材
に
あ
た
っ
て
、
熱
っ

ぽ
い
雰
囲
気
に
酔
っ
て
し
ま
う
。
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
彼
等
の
演
奏
は
〃
な
に
か
に

打
ち
込
む
“
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

八
赤
松
慶
三
郎
Ｖ

☆
朝
比
奈
隆
、
辻
久
子
両
先
生
の
〃
ク
リ

ス
マ
ス
音
楽
対
談
″
は
、
神
戸
の
音
楽
界

や
最
近
の
音
楽
教
育
に
つ
い
て
等
、
内
容

豊
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
神
戸

の
芸
術
祭
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
厳
し
く

鋭
い
批
判
は
多
い
に
同
感
で
あ
っ
た
。

八
士
屋
苑
子
Ｖ

☆
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
。
何
も
な
か
っ
た

よ
う
で
い
て
私
の
身
辺
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
が
起
る
。
し
か
し
、
日
ご
と
夜
ご
と

続
け
ら
れ
て
い
る
悲
惨
な
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

を
思
う
と
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
こ

と
。
来
年
こ
そ
は
…
…
。八

赤
沢
須
美
子
Ｖ

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

と

編
集
魂

後
記
》
．

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
集
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
い
た
し
ま

す
。６

カ
月
分
六
五
○
円

１
年
分
一
三
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
、

神
戸
の
銘
店
に
は
、
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
神
戸
っ
子
が
お
か
れ
て
い
ま

す
。☆

月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
い
求
め
の
時
に

は
左
の
本
屋
さ
ん
で
ど
う
ぞ
。
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